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このお便りは、かわせみ教室で行っている子供たちへの関わり方や、支援をするときに大切にしているこ

とを紹介します。ご家庭での日頃の子育ての参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

かわせみ教室では、「お話タイム」という活動の中で、子供たちの気持ちを聞き出し、不安な気持ちを少

しでも気持ちを和らげるようにしています。その際、子供たちに合わせて発問の工夫をしています。例えば、

「今日の学校はどうだった？」と質問して、「普通。」「何もない。」と答えるお子さんでも、質問の仕方を工夫

すると、「今日は算数が難しかった。」「休み時間は、友達と折り紙をして楽しかった。」等、具体的に答えら

れる場面が増えます。今回は、その質問の言葉をいくつか紹介します。 

 

 質問の仕方 質問の言葉の例 効果 

オープンクエスチ

ョン 

感想を聞く 「どういう気持ちだった？」 気持ちを聞くことで、どう感じ

たかを伝えやすい。 

考えるよう促す 「次は、どのようにしたらう

まくいくと思う？」 

うまくいかなかったことを振り

返り、次似た場面に遭遇したと

きの方策を考えるきっかけにな

る。 

追加の質問 「体育の授業が楽しかった

んだね。何の運動をした 

の？」 

返答に対し掘り下げた質問を

聞くと、より詳しく内容を話すこ

とができる。 

クローズドクエス

チョン 

時間帯や授業、行事

などを入れる 

「中休み、何をして遊んだ

の？」 

内容を絞ることで、思い出しや

すい。 

選択肢 「昼休みは、外で遊んだ？ 

それとも、中で遊んだ？」 

選択することで答えることがで

きる。 

YES,NOで答えられ

る質問 

「音楽会の発表、緊張し

た？」 

はい、いいえで答えることがで

きる。 

 

 

お子さんの様子を見ながら、ぜひご家庭で会話に花を咲かせてください。 

答えやすい質問の工夫アラカルト 


